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	例年開催している光環境デザインシンポジウムについては、今年度は講演を依頼していた講師の都合が急遽合わなくなり、やむを得ず中止した。次年度は、2017～2018年度に実施した建築の「白」に関する調査結果の報告も含めて、企画・開催したい。

